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2▮ 日本CCS調査（株）の概要、受託事業と実施体制

当社の概要

受託事業と実施体制

①苫小牧におけるCCUS大規模実証試験 （2012年度～）

委託元

②二酸化炭素貯留適地調査事業 （2014年度～）

 委託元               ・経済産業省 環 境 省

③CO2船舶輸送に関する技術開発および実証試験
  （2021年度～） ※4社共同受託

 委託元

④二酸化炭素の資源化を通じた炭素循環社会モデル
構築促進事業 （2021年度～） ※6社共同受託

 委託元

国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構

（NEDO）

※各受託事業の遂行にあたっては、各分野の

学識経験者等から成る有識者委員会を設置し

助言、技術指導を受けています。

NEDO

経済産業省

①・③

受託事業

④

環 境 省

受託事業

②

受託事業

運営費
交付金

：2008年（平成20年）5月26日   

：2.4億円（資本準備金2.4億円）

：33社（電力、都市ガス、石油、プラント設計・建設、 商社等）

：二酸化炭素の分離・回収、利用、輸送及び地中貯留(CCUS)技術の調査、研究開発、事業化調査、実証試験

：109名（2023年10月現在）

設 立

資 本 金

株 主

事 業 内 容

従 業 員

国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構

（NEDO）

環 境 省
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①CCSとは

②苫小牧CCS実証試験の概要

③貯留適地調査事業の概要

④CO2船舶輸送事業

⑤参考：今後の方向性

▮ 本日のご説明内容
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①CCSとは

②苫小牧CCS実証試験の概要

③貯留適地調査事業の概要

④CO2船舶輸送事業

⑤参考：今後の方向性
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5▮ CCSとは

火力発電所や工場などで排出されるCO2（Carbon dioxide）を

大気中に放散する前に捕らえて（Capture） 、

地中に貯留する（Storage）技術

CCSは、既存技術で大量にCO2を削減することが可能な

「次世代の新しいエネルギー社会への橋渡し技術」である。

Carbon dioxide Capture and Storage

CCS: 二酸化炭素回収・貯留

Carbon dioxide Capture, Utilization and Storage
CCUS: 二酸化炭素回収・利用・貯留
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Carbon dioxide Capture and Storage
二酸化炭素を 回収して 貯留する

遮へい層
（泥岩など）

CO2を通さない
地層

貯留層
（砂岩など）
CO2の貯留に
適した地層

遮へい層

貯留層

CO2

CO2

CO2

工場等

岩石中の隙間
に貯留

圧入井

CO2を地中に貯留するためには、

貯留層とその上部を覆う遮蔽層が対

になった地層構造が必要。

遮へい層は貯留層に入れたCO2が漏

れ出さないようフタの役割を果たす。

*石油回収の増進
(EOR: Enhanced Oil Recovery）
に活用して地中貯留

貯留タイプ
・ 深部塩水層

   （一般的な地中貯留）

・ 油層（CO２- EOR*）

拡大部

▮ CCSのしくみ
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7▮ CCS長期ロードマップ検討会 最終とりまとめ説明資料

出典：経済産業省「CCS長期ロードマップ検討会最終とりまとめ説明資料 令和5年3月」
（https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/ccs_choki_roadmap/pdf/20230310_2.pd）を基にJCCSが作成
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①CCSとは

②苫小牧CCS実証試験の概要

③貯留適地調査事業の概要

④CO2船舶輸送事業

⑤参考：今後の方向性
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◼ 分離・回収から貯留までのCCS全体を一貫システムとして実証する。

◼ CCSが、安全かつ安心できるシステムであることを実証する。

◼ 情報を広く公表し、CCSの理解を深める。

◼ 操業技術を獲得し、実用化に向けた取り組みを行う。

▮ 苫小牧CCS実証試験の目的
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10▮ 苫小牧CCS実証試験の成果

◼ 分離・回収から貯留までのCCS全体を一貫システムとして実証し、

2019年11月、実証試験の目標30万トンを達成、圧入を停止した。
（累計CO2圧入量 300,110トン）

◼ 各種モニタリングおよび海洋環境調査により、CCSが安全かつ安心できる
システムであることを確認した。

◼ 地震に関連する不安を、収集したデータに基づいて払拭した。

・自然地震が起きても、貯留したCO2に影響が及ぶことはなかった。

・貯留地点近傍で圧入との関連を疑うべき微小振動、自然地震は検知されなかった。

◼ CCSの理解を深める活動を継続的に実施した。

◼ CCS実用化に向けた取り組みを通じて、得られた知見と課題を整理した。

現在はモニタリングを継続中
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11▮実証試験スケジュール（2012年度～）

委託契約期間 2012～2023年度

■2012～2015年度、準備期間
設備の設計・建設、圧入井の掘削、実証運転の準備等を実施

■2016年4月～2019年11月、CO２圧入（2019年11月22日、30万トン達成・停止）

■2016年度～モニタリング(*) 、継続中

■2019年11月～設備の保全、機能改善等

■2021年度～CCSとCCUの連携運用の検討・準備等
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①CCSとは

②苫小牧CCS実証試験の概要

③貯留適地調査事業の概要

④CO2船舶輸送事業

⑤参考：今後の方向性
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13▮ 二酸化炭素貯留適地調査事業の概要

RITE調査
(水深200m以浅)

MOE
事業

METI
事業

NEDO/AIST調査
（水深200m以深）

貯留適地調査事業（JCCS）
METI, MOEの共同事業

上記結果は、データ密度の粗い2D弾性波探査(概査)データ

を用いた簡易地質解析に基づく

＋陸域の

2023年度計画：

2022年度に引き続き各調査地点での評価業務、
これまでの評価結果の整理、評価手法の改善・
整理、社会的受容性醸成活動等を実施予定

適地調査事業 実施内容：

3D/2D弾性波探査データ取得、詳細貯留ポテン

シャル調査(地質解析,シミュレーション等)

適地調査事業 2023年3月までの成果：

3D弾性波探査データを用いた評価により、11

地点 160億t の貯留可能量（容積法）を算定

【出典】 RITE「全国貯留層賦存量調査」、NEDO/AIST(2012)「発電からCO2貯留に至
るトータルシステムの評価報告書」等を基にみずほ情報総研が作成
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14▮ 今後の貯留適地調査の方向性

出典：経済産業省「CCS長期ロードマップ検討会最終とりまとめ説明資料 令和5年3月」
（https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/ccs_choki_roadmap/pdf/20230310_2.pd）を基にJCCSが作成
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①CCSとは

②苫小牧CCS実証試験の概要

③貯留適地調査事業の概要

④CO2船舶輸送事業

⑤参考：今後の方向性
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16▮ 国内における液化CO2船舶実証事業について

出典：経済産業省HP「CCS長期ロードマップ検討会 中間とりまとめ（2022年5月27日）」を基に作成
 https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/ccs_choki_roadmap/pdf/20220527_2.pdf
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17▮ CO2船舶輸送に関する技術開発および実証試験の目的と概要

◼ 目的
2030年頃のCCUS技術の社会実装に向けて、年間100万トン規模のCO2の排出地から貯

留・活用地への長距離・大量輸送と、低コスト化につながるCO2船舶輸送に関する研究開発

ならびに実証試験に取り組み、CO2船舶輸送一貫技術の確立を目指すもの。

◼ 概念図

◼ 研究開発項目(2021～2026年度)

1. 液化CO2の船舶輸送技術を確立するための研究開発

2. 液化CO2船舶輸送実証試験

3. CCUSを目的とした船舶輸送の事業化調査 

ローディング
アーム

ローディング
アーム

液化CO2輸送船

舞鶴基地 苫小牧基地
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18▮ 液化CO２輸送実証船に関連した研究開発項目

1. 液化CO2輸送実証船の主要項目案

2. 舶用カーゴタンクの設計条件案
      (液化CO2積載時）

3. 研究開発項目

⚫ カーゴタンクシステム
⚫ 船上でのドライアイス化の回避
⚫ 圧力・温度計測手法
⚫ 検量手法 など

液化CO₂輸送の実証試験船のイメージ図
（提供：三菱造船株式会社）

船 種 液化ガスばら積船
航行区域 近海（非国際）
船 級 日本海事協会
主要寸法 全長 約７２．０ｍ

船幅 約１２．５ｍ
吃水 約４．５５ｍ

貨物タンク  独立型 – type c

タンク設計
項目

単位 設計条件

容積 m3 1,450
温度 ℃ -20 -50
圧力 MPaG 1.9（圧力弁Max)

液密度 kg/L 1.030 1.154

本ページに関する研究開発はエンジニアリング協会が担当



Copyright 2024 Japan CCS Co., Ltd.

19

①CCSとは

②苫小牧CCS実証試験の概要

③貯留適地調査事業の概要

④CO2船舶輸送事業

⑤参考：今後の方向性
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出典：経済産業省「CCS長期ロードマップ検討会最終とりまとめ説明資料 令和5年3月」
（https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/ccs_choki_roadmap/pdf/20230310_2.pd）を基にJCCSが作成

▮ CCS長期ロードマップ検討会 最終とりまとめ説明資料
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21▮ CCS長期ロードマップ検討会 最終とりまとめ説明資料

出典：経済産業省「CCS長期ロードマップ検討会最終とりまとめ説明資料 令和5年3月」
（https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/ccs_choki_roadmap/pdf/20230310_2.pd）を基にJCCSが作成



Copyright 2024 Japan CCS Co., Ltd.

22▮ CCS長期ロードマップ検討会 最終とりまとめ説明資料

出典：経済産業省「CCS長期ロードマップ検討会最終とりまとめ説明資料 令和5年3月」
（https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/ccs_choki_roadmap/pdf/20230310_2.pd）を基にJCCSが作成
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23▮ CCS長期ロードマップ検討会 最終とりまとめ説明資料

出典：経済産業省「CCS長期ロードマップ検討会最終とりまとめ説明資料 令和5年3月」
（https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/ccs_choki_roadmap/pdf/20230310_2.pd）を基にJCCSが作成
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24▮ CCS長期ロードマップ検討会 最終とりまとめ説明資料

出典：経済産業省「CCS長期ロードマップ検討会最終とりまとめ説明資料 令和5年3月」
（https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/ccs_choki_roadmap/pdf/20230310_2.pd）を基にJCCSが作成



ご清聴ありがとうございました。

https://www.japanccs.com/

この資料は国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の委託業務の一環で日本CCS調査（株）が作成したものです。
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